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as 融 点 脂肪 族 ポ リ エ ス テ ル （ポ リ ブ チ V ン サ ク V ネ

‘ S ） 分 解 菌

　 の 検 索 お よ び 分 騅 　（苅 波 大 ・ 応 生 化、　
冨
工 技 院 ・生 命 研 ）

　 　 　 　 Q ハ ル ダ ニ ン 　P ．　、
＃ 常 盤 豊 、 　田 中 秀 夫

《 緒 言 》 脂 肪 鹸 ポ リ エ ス テ ル の 一
つ で あ る ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン （ PCL ） は、．生 分 解 性 プ

ラ ス チ

’
ッ ク 材 料 と し て 盛 ん に 研 究 さ れ て き て い る が、　融 点 が 低 い た め 、 　限 定 さ れ た ・．分 野 に

レ か 応 ．用 で き な い 。　最 近 、　 高 い 融 点 を 有 す る ポ リ ブ チ レ ン サ ク シ ネ ー ト　（ PBS ） が 注 目

さ れ て い る。　し か し 、 　融 点 が 高 く な
’
る に し た が い 、　ポ b

） エ ス テ ル の 酵 素 に よ る 分 解 性 演 低

く な る ζ と が 知 ら れ て v、る
： ）

e 本 研 究 で は、　PCL を 対 照 と し 、 　自 然 界 に お け る PBS 分

解 菌 の 検 索 お よ び 分 雜 を 行 った 。

《 方 法 》 1g の 土
．
壊 サ ン プ ル を

’
10s ．・vlOs 希 釈 し 、 　0 ．1 ％ の 濃 度 で

．
乳 化 し た ポ リ エ ス

テ ル （ PCL お よ び PBS ） 、 　O ．01 ％ 酵 母 エ キ ス 、　無 機 壌 類 を 含 ん だ 寒 天 平 板 培 地、に

塗 抹 し、　 置 温 培 養 器 で 30 ℃ に て 培 餐 し た。　 全 コ ロ ニ ー数 、　 お よ び ．ポ リ エ ス テ ル が 分 解 す

る 際 に 形 破 さ れ た 透 明 環 の 数 を 経 時 的 に 計 数 し 、 ．寒 天 平 板 法 に よ り、　PBS 分 解 熊 の ・強 い

菌 株 を 分 離 し た。

《 結 果 》 種 々 の 土 壌 サ ン プ ル を 検 索 し た 結 果 、　PBS 分 解 菌 は 、　 103 希 釈 し た 培 地 に お

い て の み 少 数 出 現 し た 。　一方 PCL 分 解 菌 は 、 　 104 希 釈 し た 培 地 に 全 コ ロ ニ
ー

数 の 1 −

7 ％ も 存 在 し た。　ζ の こ と か ら 、 　臼 然 界 に お け る PBS 分 解 菌 は PCL 分 解 菌 に 比
』
べ 、　非

常 に 少 な い こ と が 明 ら か と な っ た 。　土 壌 希 釈 液 お よ び 集 積 培 養 液 か ら 有 望 な 菌 株 の 分 離 を

試 み た 結 果 、　PBS 分 解 能 の 強 い 糸 状 菌 お よ び 細 菌 を 数 株 分 離 塗 る こ と が で き た 。　さ ら に

こ れ ら の 菌 株 ．le よ る ポ リ t ズ テ ル 分 解 性 に つ

．
　V て も 調 べ た 。
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メ タ ン 生成 反癒 に 関 与す る 微生物 の 活性に 及 ぼ す Ni2’

及び Co2’

の 添 加

効果

　O 末 田建次 、 安都直樹 、 イ ク バ ル 、 園田 頼和 （熊大 1工 ・応 化）

1 ． 臼 的 　　嫌 気性 流 動床 法 （AFBR ） に よ る 焼 酎蒸 留 廃液 の 処 理 に お い て Ni2“

及び Co2＋

の 添 加効 果 を明 らか に

』
し た D 。し か し 、

．
こ れ は リ ァ ク ター単 位 容積 当 り の 効果 を調 べ た も

の で あ っ た。そ こ で 、 本 研究 で は こ れ ら メ タ ル の 添加効果 を菌体 レ ベ ル で 明 ら か に す る こ

a を 目的 に 、 完全混合型 リ ァ ク ターを用 い て 連続処 理 試験 を行 っ た の で 報告す る。

2 ．方 法　　固形物 を除 去 した 麦 焼酎蒸留廃液 を 5倍希釈 （5 鋸希釈 廃液 とす る。） した

後 、

．
処理 試験に 供し た 。 Ni2 ＋

及び Co2．

の 添 加 量 の 検 討 は、プラ ス テ ィ ッ ク製注 射器か らな

る 簡 易型 ガ ス 測 定装置 を用 い て 行 っ た。そ の 後 、 37℃ の 水 槽 に浸漬 し た ガ ラ ス 製完 全 旄合

型 リ ア ウタ ー （実 容 積 O．92 ） 2 基 そ れ ぞれ に 5 億希釈廃液 で 馴養 した 汚 泥を 加 え 、

Ni2＋

及 び Co2や添加 も し く は無 添 加 の 5 倍希 釈 廃液を供給 し た 。 供給速度 を
』
45 曜 ／d か ら

段 階 的 辷上げ 、 各条 件での 菌体 濃 度 、 残存有機物濃度 （TOC）及びガ ス 発生速度 を測定 し 、

．
菌 沐活 性に 及ぼ す こ れ らメ タル の 添 加 効果 を調 べ た。

3 ・結果… Ni2t及び

．
C・

2 “

を添 加 す る こ とに よ リ ガ ス 発 生速 度 は 4−5 倍 に 向上 しち こ の

結果 に基 づ き 5 倍 希 釈廃 液 に Ni2’

及 び Co2＋

を そ れぞ れ 22　 pa　M，6．7 μ 皿 加 え、完全 混 合

型 リ ァ ク タ ーに 通液 す る こ と に よ リ 連続処 理 を行 っ た。添 加 し な か っ た 場合 、 D＝O．075

d畦 に お い て も菌体濃度は 低下し た が 、 添 加す る こ とに よ り D＝O．29d
鬩

ユ
にお い て も 菌体濃

度 はほ ぼ一定 し て お り 、 ガ ス 発生速度も 直線 的に 増 加 した g

．
D＝O．05 ．d

’1
に おけ る菌 体活性

（単位菌体 当 り の ガ ス 発 生遠度 ） は 添 加 す る こ と に よ り 約 2倍 に 向上 した。
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